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2021年9⽉8⽇（⽔）

薬科⼤の職域接種、体験通じた学びの機会に
薬剤師によるワクチン接種も⾒据え
2021/9/8 04:50

接種直前に講義を受ける学⽣

 新型コロナウイルスワクチンの職域接種が、薬科⼤でも広がっている。他⼤学と連携
して実施するケースがある⼀⽅で、ほぼ薬科⼤単独での運営も。薬剤師教員がワクチン
接種の流れを把握し、実際に経験することで、将来的な薬剤師による予防接種を⾒据え
た教育にも⽣かす。

 昭和薬科⼤（東京都町⽥市）は2〜4⽇に職域接種を実施、多くの学⽣や教職員が1回⽬
の接種を終えた。学校医1⼈と看護師数⼈のほかは、学内の薬剤師や医師の教員、事務職
員らで運営。動線の確保や⼈員配置なども独⾃に計画を作り上げた。
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学内に設営された接種室

 同⼤は職域接種を薬学⽣の学びの機会としても位置付けた。接種する側の⽴場で関わ
る場合にも備えて、接種当⽇までに、新型コロナウイルスの特徴やワクチンの作⽤、予
診票のチェック項⽬の意味などについて説明。当⽇も予診説明の⼀環として、予防接種
健康被害救済制度や重いアレルギー反応の既往歴の有無など、接種前に確認すべきポイ
ントを講義形式で伝えた。⼭本恵⼦学⻑は学内での接種について「早く対⾯で講義を受
けられるような⽇常を取り戻してほしい。また体験を通じて学んでほしい」と話す。

●「注射」だけじゃない接種業務

 学習室などをパーティションで仕切っ
た接種室には、打ち⼿の看護師のほか薬
剤師も配置。実際の接種に⽴ち会うこと
で、注射⼿技だけではない接種前後のノ
ウハウもつかむ狙いだ。教員の1⼈は「注
射だけじゃなく、迷⾛神経反射につなが
る緊張をほぐすようなコミュニケーショ
ンも⼤切だと分かった」と話す。薬剤師
による接種が可能になったとしても、
「座学だけでなく、実際に現場経験が⽋
かせない」とみる。

 今回の職域接種の責任者を務めた同⼤常務理事の渡部⼀宏教授は、将来的な薬剤師に
よる予防接種を⾒据えて運営計画を策定した。医師による予診・問診や看護師による接
種以外は、ワクチンの調製をはじめ、予診説明から接種後観察までを臨床系の薬剤師教
員が担当。渡部⽒は「予防接種業務において、薬剤師が関われる部分には積極的に関わ
る体制をつくった。学⽣だけでなく、教員も予防接種への関わり⽅を感じてほしい」と
話す。

●薬系⼤接種、希望者数届かないケースも

 職域接種を巡っては当初、最低1000⼈の希望者がいることが条件とされた。そのため
希望者が集まらず断念せざるを得なかった薬科⼤もあった。中には、近隣の⼤学と連携
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して実施するケースもあり、神⼾薬科⼤（神⼾市）は近隣の東灘区内の2⼤学と共同で実
施。新潟薬科⼤（新潟市）は系列2校と合同で取り組んだ。
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